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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現 自校の国語、算数のワークテストの「思考・判断・表現」におい
て、各学年の正答率の平均が80％を超えるようにする。

①暗唱検定、視写活動の学習を通して正しく美しい日本語に
接し、それを活用させる。
②学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」に取り組み、思考・判断・表現
を向上させる。

知識・技能
自校の国語、算数のワークテストの「知識・技能」において、各
学年の正答率の平均が80％を超えるようにする。

①週１回、朝、昼に「国語はかせタイム」「算数はかせタイ
ム」の時間を設定し、既習の学習において自分の課題に
合った学習内容を計画的に進める。
②教育のデジタルトランスフォーメーション（（ミライシー
ド・スタディサプリの活用等）を実現する。

主体的に学習に取り組
む態度

令和５年のさいたま市学習状況調査において、学習に対する
「関心・意欲・態度」の質問に肯定的な回答が80％以上になる
ようにする。

①高学年では教科担任制実施により深い教材研究を実
施する。低・中学年は自ら目標を設定し深い教材研究を
行う。
②授業において、課題、見通し、自力解決、練り上げ等の
活動の中で、個人の力で取り組む場面を教師が意識的、
組織的、計画的に設定し、児童の取組を評価していく。
③児童用タブレット端末の日常的な使用により、学習の
個別最適化に取り組む。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現
算数の「図形」領域において課題がみられた。台形の意味や性質について理解しているかどうかを問う
問題では、台形の定理をきちんと理解していない児童が多いので、各学年で学ぶ図形の定理は、丁寧に
説明して行く必要がある。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や
復習を含む）」の質問項目の、肯定的な回答の割合は76％であった。より一層、子ども主体の学びとな
るよう様々な手立てを考えたり授業改善に努めたりしていく。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語－２
pt、数学＋１ptであった。国語の文章を読み理解したことに基づいて、自分の考えをまとめ書くことが
できる問題の解答類型を見ると、読み取る二つの条件を満たさずに自分の考えをまとめている児童が
多かった。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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